
工事予算

目標工事金額
建築
工事 外構工事

外構工事

予備費
(7.4%)

キャノピー
(5.5%)

屋外広場 道の駅本体

フェイル
セーフ①

フェイル
セーフ①

フェイル
セーフ②

2重の
フェイル
セーフで
予備費を
0にしない

年間8.4%の 
建設物価上昇を
上回る余裕を見込む

フェイル
セーフ②

21.6億円

20億円

18.5億円 1.5億円

1.6億円

1.2億円 1.6億円 15.7億円

屋外広場
キャノピー     

 

本提案の
目標工事金額

着工までの1年

建設費(予測)
約８.4%の
建設費上昇

建築工事 外構工事
(11%)

(5%)

フェイル
セーフ①

年間想定8.4%の
建設費上昇を
上回る3.4億円
(16%)を確保

フェイル
セーフ②

工事予算
21.6億円

19.1億円

17.5億円 1.6億円

予備費
2.5億円

回廊
0.9億円

屋外広場
1億円

道の駅本体
15.6億円

本提案の
目標工事金額

着工までの1年

○建設費(予測)
約８.4%の
建設費上昇

建築工事 外構工事
(11%)

(5%)

フェイル
セーフ①

予備財源として
3.4億円(16%)を確保

フェイル
セーフ②

工事予算
21.6億円

19.1億円

17.5億円 1.6億円

予備費
2.5億円

回廊
0.9億円

屋外広場
1億円

道の駅本体
15.6億円

工事予算 21.6億円

1年後■現段階 ■施工段階

20億円
目標工事金額

道の駅本体
15.7億円

1.5億円

1.2億円
1.6億円

1.6億円
予備費

21億円
物価上昇時工事金額

物価上昇
8.4%増▲
(物価調査
 より）

道の駅本体
17.0億円

1.6億円

1.7億円

平面イメージ

県産木材を利用した屋外広場でのイベントイメージ ( 神楽）

県産木材を利用した屋内広場でのお祭りイメージ

平面ダイアグラム

観光体験機能 550㎡

産直市

屋内広場

休憩機能　　230㎡

情報発信
図書ｺｰﾅ- レストラン

カフェ カフェ
厨房

厨房

搬入
ｽﾍﾟｰｽ①
(4 台)

大型  9台
小型130台
EV   1 台

EV 

搬入ｽﾍﾟｰｽ②

WC

WC

地域連携機能  770㎡
 合計　　　1880㎡

情報発信機能  110㎡
 その他  　　 220㎡

WC

自転車
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

倉庫

事務所

防護擁壁テラス

子供室・授乳室
加工場

回廊

事務所BOX

カフェ
BOX

 ﾚｽﾄﾗﾝBOX 情報BOX

トイレ
BOX

市場BOX

屋内広場

駐車場

駐輪場

駐車場整備
エリア

施設整備
エリア

山南川
安広橋

搬入

搬入
スペース②

駐車場 図書館

立面図

配置図

・高耐久配管採用による更新間隔の長期化
・BCP（検討） 太陽光＋蓄電池、備蓄倉庫

俯瞰イメージ

アクソメイメージ イベント利用による
4 つのモード転換

 1. 道の駅
 2. 駐車場
 3. 屋外広場

１
２

４

５

３

4. 回廊
5. 図書館 保存樹

屋外広場 駐車場 道の駅 図書館

山南川

回廊

・キャノピー
( 太陽光発電 )

●円滑なアクセスと効率的なゾーニング

コストのリスク管理

山南川 安広橋

駐輪場

防護擁壁池

県道47号線

仮囲い
駐車場

山南川

県道47号線

(2 台)

スペース①

県産木材を利用した回廊でのイベントイメージ

・急斜面側土砂対策
　防護擁壁　

屋内広場を囲むように異なる機能を
持つ6つのボックスを配置します。ボ
ックスの分散配置によるズレや隙間
が細い路地や街角になります。ボック
スの賑わいが広場に溢れ出し、唯一無
二の交流と発信の拠点が生まれます。
搬入スペースは2箇所設けて客動線
との交錯を回避します。

屋外広場から図書館の間を結ぶ回廊
は、駐車場と分離した安全な歩行者専
用ルートで、道の駅の各ボックスや屋
内広場とも連結します。イベント時に
は屋台やテント等、人が集い賑わう場
所にもなります。また段階的整備の過
程においては利用者の安全通路に供
することも可能です。

必要駐車台数を確保した上で敷地北
端に屋外広場を設けます。三日月屋根
のあるステージは県産木材を用いた
明るい空間で、駐車ゾーンと明確に区
分することでイベントの独立性と安
全性を確保します。回廊や駐車場、道
の駅まで拡張した様々な会場設営の
バリエーションが考えられます。

直径45m の木造ドーム中央は、トッ
プライトのある明るい屋内広場です。
広場に面したレストラン、カフェ、産
直市はガラス建具を全面開放して一
体的なイベントも開催できます。トイ
レと情報発信機能は安広橋から見え
やすい場所に配置、図書コーナーには
図書館と連携した地域の子育て支援
の役割も盛り込みます。子供室は事務
室に隣接して見守りを重視。また厨房
と加工場は搬入スペースに隣接して
バックヤード機能を集約します。夜間
のセキュリティは、ボックス間に門扉
を設けて確保。山側は敷地外ですが、
水辺空間の再整備と土砂災害に備え
た防護擁壁で修景を提案します。

既存施設の営業を継続しながらスム
ーズに新施設に移行可能な施工ステ
ップを考案します。特に「客用駐車場
と工事ヤードの両立」「安全を担保し
た工事用ゲートの切替え」に留意しま
す。また「構造の簡易化と合理化」、「部
材のユニット化、流通材の活用」によ
る工期短縮を検討します。

まず建築本体の作り方によって外部負荷
を軽減します。次に自然光や通風、換気な
ど自然力を有効活用し、機械力に頼らな
い設備システムによりイニシャルコスト
を抑えます。 さらに、人感センサーや汎
用エアコン等により室内環境ごとに個別
制御を行うことで、省エネとランニング
コストの低減を図ります。ボックス屋上
を室外機置場にすることで配管長と搬送
ロスを低減し設備費を縮減します。

建設費高騰に対して、着工時期までの建
設費上昇を見込んだ目標工事金額を設
定します。過去の統計から今後１年間で
8.4% の建設費上昇を想定、予めこれを
上回る予備費と縮減費を計上しリスク管
理への備えとします。まず工事予算のう
ち2.5 億円を予備費として確保、更に回
廊整備の0.9 億円を足した合計3.4 億円
をフェイルセーフとして確保します。

テーマ１,「地域振興」と「観光振興」の両輪を最大化する配置・連携計画

●交流と発信の拠点となる配置計画
●回廊による各施設の連結と歩車分離

● 屋外イベント時の安全性

●長期的なコスト抑制への配慮

●建設コストの管理

●施設の機能連携計画

●段階的整備方法の検討

テーマ２, 安全な動線確保と実効性の高い段階的整備( ローリング計画) テーマ３, 運営効率化と維持管理コスト(LCC) に配慮した施設計画

 段階的整備ステップ

一般出入口 
①本体新築、②既存解体 ③駐車場整備

維持管理コストの低減

・自然光取り入れ
  による省エネ化

熱気排出
（夏場）

・ポリカトップライト
　による雨水処理

屋内広場にはボックス間の通路を介
して四方からアプローチでき、大人数
の催しでもスムーズに入退場できま
す。マーケットやワークショップ等の
ボックス内の「ひと・もの・こと」が
広場まで染み出す連携イベントも可
能です。災害時には、支援物資や情報
の提供拠点にも供します。

各ボックスの分散配置は機能や営業形態に則した個別運営を容易にし、円滑で多方面
からのアクセスを可能にします。また将来的な機能変更や修繕にも柔軟に対応できま
す。加工場及び厨房の搬入ヤードをそれぞれ別々に設けることで、作業の交錯を避け
安全で効率的なバックヤード環境を担保します。

山と川に挟まれた細長い敷地に対し、
山南川に沿って約200m の回廊を渡
します。屋外広場から図書館までの間
が回廊によって結ばれます。道の駅は
大屋根の下にランダムに建物が集ま
った形態です。図書館を含めた一体的
な整備によって「住民の居場所」と「沼
隈の観光発信」が共存するコミュニテ
ィエリアを形成します。

表現② （17cm×9.5cm=161.5㎠）

C. イベント拡張モード

D. 最大拡張モード

B. ステージ拡張モード

A. 通常ステージモード

・人感センサの照明・空調
　制御による省エネ化

・屋根二重化による
　外部負荷軽減、
　空調規模の縮小、
　屋根防水の簡略化

・温室効果による
  暖気滞留（冬場）

池
涼風

涼風
山南川

●自然力利用による環境配慮
・雨水の有効利用（中水、灌水）
・太陽光発電の検討
・井水利用の熱交換ｼｽﾃﾑ検討
・CO2 排出削減への取り組み

●高耐久、長寿命化
 ・耐用年数の高い機器の採用
 ・木材の雨がかりや虫からの
　防腐措置を徹底
 ・外装への高耐久板金の採用
 ・汎用機導入による
　初期 / 更新費用の低減

●空調・水エネルギー削減
 ・屋根二重化による
　外部負荷軽減
 ・シンプルな個別空調方式
 ・自然換気による大屋根内
　の熱気排出
 ・節水型衛生機器の採用

●電気エネルギー削減
 ・トップライトによる
　自然光取込み
 ・人感センサによる照明
　制御で浪費電力を抑制

維持管理コスト削減へ向けた４つの目標

地元産材による直径
45m の木造ドーム

大屋根

6つの機能に分かれた建物
ボックス

図書館

図書館道の駅回廊屋外広場

三日月屋根を架けた屋外イベント広場 大型9 台 小型130 台 EV1 台
駐車場

各施設を繋ぐ約200m の
屋根付き歩廊

一体的なイベント
利用時の様子

回廊

●体験と発見を生む屋内広場●一体的なコミュニティ空間の創出

・止水版　
　簡易な手動着脱方式

・電気室の浸水対策
   水密扉

・室外機水没回避
  各ボックス屋上設置

池

三日月屋根
　木架構 +
　ポリカ屋根

トップライト
　 ポリカ屋根

屋内広場

③駐車場整備

①本体新築
　エリア

②既存解体
エリア

工事ゲート

県道からのアイキャッチ

屋外広場
表現② (19cm×7cm=133㎠）

　エリア

様式 14  評価テーマに対する提案 

 

 

「「地域振興」と「観光振興」の両輪を最大化する配置・連携計画」「安全な動線確保と実効性の高い段階的整備（ローリング計画）」及び「運営効率化と維持管理コスト(LCC）に配慮した施設計画」についての提案


